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【昨日の市況概要】 公示仲値 108.12

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 108.00 1.1161 120.56 1.3078 0.6945
SYD-NY High 108.50 1.1205 121.40 1.3174 0.6957
SYD-NY Low 107.77 1.1158 120.33 1.3064 0.6926
NY 5:00 PM 108.38 1.1198 121.38 1.3166 0.6941

NY DOW 28,703.38 68.50 日本2年債 -0.140 ▲1.00bp     
NASDAQ 9,071.47 50.70 日本10年債 -0.030 ▲1.00bp     

S&P 3,246.28 11.43 米国2年債 1.5456 1.39bp        
日経平均 23,204.86 ▲ 451.76 米国5年債 1.6066 1.37bp        
TOPIX 1,697.49 ▲ 23.87 米国10年債 1.8082 1.57bp        

ｼｶｺﾞ日経先物 23,345.00 30.00 独10年債 -0.2880 ▲0.55bp     
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,575.34 ▲ 47.06 英10年債 0.7675 3.10bp        

DAX 13,126.99 ▲ 92.15 豪10年債 1.2095 ▲4.35bp     
ﾊﾝｾﾝ指数 28,226.19 ▲ 225.31 USDJPY 1M Vol 5.20 ▲0.29%
上海総合 3,083.41 ▲ 0.38 USDJPY 3M Vol 5.45 ▲0.33% 　

NY金 1,568.80 16.40 USDJPY 6M Vol 5.80 ▲0.23%
WTI 63.27 0.22 USDJPY 1M 25RR -1.20 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 187.39 0.49 EURJPY 3M Vol 5.87 ▲0.18%
ドルインデックス 96.67 ▲ 0.17 EURJPY 6M Vol 6.23 ▲0.08%
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

1月6日 17:55 独 ﾏｰｸｲｯﾄPMI(ｻｰﾋﾞｽ/ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ)・確報 12月 52.9/50.2 52.0/49.4
19:00 欧 PPI(前月比/前年比) 11月 0.2%/-1.4% 0.1%/-1.5%
23:45 米 ﾏｰｸｲｯﾄPMI(ｻｰﾋﾞｽ/ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ)・確報 12月 52.8/52.7 52.2/-

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

1月7日 19:00 欧 小売売上高(前月比) 11月 0.7% -0.6%
19:00 欧 CPI(前月比/前年比)・速報 12月 0.3%/1.3% -0.3%/1.0%
19:00 欧 コアCPI・速報 12月 1.3% 1.3%
22:30 米 貿易収支 11月 -437B -472B

1月8日 00:00 米 ISM非製造業指数 12月 54.5 53.9
00:00 米 耐久財受注(前月比)・確報 11月 -2.0% -2.0%
00:00 米 耐久財受注(除輸送用機器)・確報 11月 - 0.0%

【マーケット・インプレッション】 ドル円相場を取り巻くリスク要因

　

■今週のドル/円　見通し当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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年初の中東情勢の緊迫化により、市場ではリスク回避的な動きが強まっている。昨日の東京市場では、日経平

均株価が米株先物に追随して急落し、市場のセンチメントは大きく転換、金、円、米国債といった安全資産への

資金流入が見られた。短期的には地政学的リスク懸念が市場の方向感を支配する事になるであろうが、より長

期的な投資家にとっては強気相場への大きな脅威とはならないだろう。主要な中央銀行が金利に対して中立的

であり、金融政策については緩和姿勢に転じているため、2020年の相場見通しに関してセンチメントの下支え要

因になるだろう。また投資家の間では、欧州の財政政策と中国の金融緩和が景気底打ちに役立つと期待され、

2020年はゆっくりではあるが徐々に成長する見方が広がりつつある。新興国通貨や株式は投資家にとって魅力

的である一方、米国大統領選挙を控え米国資産に対してはより慎重になるであろう。さらに米中対立と英国のEU
離脱に関するリスクは昨今幾分緩和されたように見受けられるが、実際には今後数年続くようなリスク要因に成

り得ると考えている。 （陳）
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米国、ｲﾗﾝ情勢を嫌気して、海外市場で107.77まで下落したﾄﾞﾙ円は、その後もﾄﾞﾙ売りが継続する一方、ｸﾛｽ円の買いに
下値をｻﾎﾟｰﾄされ、108円ちょうど付近での推移が続き、108.16ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。前日ｲﾗﾝが「いかなる濃縮ｳﾗﾝの制限に
ついて遵守しない」と表明したことを受け、朝方ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領が「ｲﾗﾝは決して核兵器を持たないだろう」と発言したことが伝
わるものの、ﾄﾞﾙ円の反応は限定的となり、狭いﾚﾝｼﾞでの推移が暫らく続く。しかし、低下していた米10年債金利が1.8％台
へ戻す展開に、ﾄﾞﾙ円は108.36まで戻す。午後は、軟調な株式市場が切り返す展開に、108.50まで戻し、108.38ﾚﾍﾞﾙでｸ
ﾛｰｽﾞした。一方、海外市場でﾄﾞﾙ売りが優勢となったことから1.1205まで戻したﾕｰﾛﾄﾞﾙは、1.1199ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方
は狭いﾚﾝｼﾞでの推移が暫らく続くが、徐々にﾄﾞﾙが買い戻される展開に、1.1181まで反落する。午後は軟調に推移してい
た株式市場が下げ渋り、徐々に切り返す展開に、ﾕｰﾛ円の買いが強まったことからﾕｰﾛﾄﾞﾙも連れて1.1199まで戻し、
1.1198ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。(NY井上)
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週明けｱｼﾞｱ時間はﾄﾞﾙ売りが優勢。米国とｲﾗﾝの対立を手がかりに、一時107.77まで下落した後、東京時間は108.00ﾚﾍﾞ
ﾙでｵｰﾌﾟﾝ。仲値にかけて108.12まで上昇する場面はあったものの、その後は108円ちょうどを挟んでの小幅なﾚﾝｼﾞ推移に
終始し、結局107.99ﾚﾍﾞﾙで海外時間へ渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､107.99ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は､ｿﾚｲﾏﾆ･ｲﾗﾝ司令殺害事件によるﾘｽｸｵﾌが継続し､全般的に安全資産
高･株安が進むなか､ﾄﾞﾙ円は107.93まで下値を下げる｡その後､ｸﾛｽ円の買いが優勢となり､ﾄﾞﾙ円の押し上げとなった｡
108円台を持ち直し､108.16ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.3070ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡英国12月度ｻｰﾋﾞｽPMIの確定値が50.0
と､12月半発表の速報値の49.5から上方修正されたことが好感され､ﾎﾟﾝﾄﾞ買いとなった｡一時1.3173まで上昇した後､
1.3138ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 ﾏｸﾙﾋﾙ)

担当：陳・松本 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682
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